
人間と生活・社会 情報科学 語学 人体・疾病 公衆衛生・社会保障 基礎 在宅　成人　老年　小児　母性　精神 看護の実践 看護の統合

災害看護学

感染看護学

高度実践看護学

看護総合 公衆衛生看護活動論Ⅳ（管理論）

研究演習 公衆衛生看護学展開実習 助産学実習

統合実習 公衆衛生看護活動論Ⅲ（施策論） 助産管理

助産技術学

看護管理学 地域母子保健

周産期医学

助産診断学

精神看護学実習 公衆衛生看護学基礎実習

母性看護学実習

小児看護学実習

老年看護学実習

成人急性期看護学実習

成人慢性期看護学実習

在宅看護学実習

精神看護援助論Ⅱ（精神障がい） 看護倫理 看護研究 産業看護活動論 助産学概論

母性看護援助論Ⅱ（周産期） 看護リスクマネジメント 公衆衛生看護活動論Ⅱ（展開論）

小児看護援助論Ⅱ（健康障害） 国際看護学

老年看護援助論Ⅱ（健康障害） チーム医療演習

成人急性期看護援助論 リハビリテーション論　

在宅看護援助論Ⅱ（展開論）

治療学Ⅳ（精神・行動障害） 保健医療福祉行政論 看護技術論Ⅲ（診療援助技術） 精神看護援助論Ⅰ（心の健康） 産業看護学概論

治療学Ⅴ（小児・女性） 疫学 看護過程論 母性看護援助論Ⅰ（ライフステージ） ケアリング論

薬理学 健康教育論 基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） 小児看護援助論Ⅰ（健康を支える）

家族看護学 老年看護援助論Ⅰ（健康を支える）

学校看護学 成人慢性期看護援助論

公衆衛生看護活動論Ⅰ（看護技術） 在宅看護援助論Ⅰ（制度・方法論）

海外研修英語 治療学Ⅰ（呼吸・循環） 公衆衛生看護学概論 看護技術論Ⅱ（日常生活援助技術） 精神看護学概論 人間工学

治療学Ⅱ（消化・代謝・防御） 公衆衛生学 母性看護学概論 カウンセリング

治療学Ⅲ（骨格筋・脳神経） ヘルスケアシステム論 小児看護学概論

保健統計学 老年看護学概論

成人看護学概論

在宅看護学概論

基礎セミナーⅡ（応用） 基礎生物学 医療英語 人体のしくみと働きⅡ（生理学） 健康社会要因論 基礎看護学実習Ⅰ（病院理解）

心理学 基礎化学 基礎病態学　 ヘルスアセスメント

ジェンダー論 診断・治療学概論 健康と生活行動の科学

ボランティア論　 生化学

音楽療法

法学（日本国憲法を含む）

経済学

社会医療福祉論

基礎セミナーⅠ（基礎） 情報科学概論　 基礎英語 人体のしくみと働きⅠ（解剖学） 看護学概論 チーム医療論

四日市市の暮らしと文化 コンピュータリテラシー 看護技術論Ⅰ（基礎援助技術）

哲学 科学的思考論

倫理学（人権を含む）　 統計学

人間発達学

少子高齢社会論

コミュニケーション論

健康スポーツ

人間関係論

地方自治論　

基　礎　専　門 専　　門
保健師 助産師
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基　　礎

専門性に偏らない幅広い教養と多面的な視野、
確かな倫理観、豊かな人間性を身につける 看護の対象理解に必要な基本的知識を修得する

臨地実習を通して、知識・技術はもとより、医療人としての人間性や倫理観な
どの総合的な実践能力を身につける

専門的な知識や技術を育み、看護職としての確かな基盤を築
く。主体的な課題探求能力と、知識に裏付けされた問題解決
能力を養う

curriculum map



履修系統図

看護管理・看護マネジメント論 助産診断・技術学Ⅰ （妊娠） 看護実践と自己洞察 周産期医学 災害看護学 地域政策論
高度実践看護学入門 助産診断・技術学Ⅱ （分娩） 地域看護活動論Ⅳ （政策・組織化、社会資源開発）
助産管理 助産診断・技術学Ⅲ （産褥・新生児）
統合実習

成人看護学実習Ⅰ （急性期の看護） 産業看護活動論Ⅱ
成人看護学実習Ⅱ （慢性期の看護）
老年看護学実習
小児看護学実習
母性看護学実習
精神看護学実習
在宅看護学実習

看護リスクマネジメント 成人急性期援助論Ⅱ （救急看護） 産業看護活動論Ⅰ コミュニケーション論Ⅱ 健康教育論 専門職連携 看護教育・キャリア発達論
在宅看護学 老年看護援助論Ⅱ （高齢者の健康障害と看護） 看護倫理 国際看護学 国際関係論
地域看護活動論Ⅱ （地区診断） 小児看護援助論Ⅲ （子どもの健康障害と看護） 看護カウンセリング 地域看護活動論Ⅲ （地域の健康支援Ⅱ ・危機管理） 看護研究

母性看護援助論Ⅱ （周産期の看護） 地域の保健医療・看護・福祉の現状と課題
精神看護援助論Ⅱ （精神障がいと看護）
助産学概論

基礎看護学実習Ⅰ （日常生活援助） リハビリテーション看護論 ケアリング論 治療学Ⅲ （精神・行動障害） 保健医療福祉行政論
看護技術論Ⅱ （診療に伴う技術） 成人急性期援助論Ⅰ （周手術期看護） 治療学Ⅳ （小児・女性） 疫学
看護過程論 成人慢性期援助論Ⅱ （慢性期・終末期の援助論）
家族看護学 老年看護援助論Ⅰ （高齢者の健康を支える看護）
学校看護学 小児看護援助論Ⅰ （子どもの健康を支える看護）
地域看護活動論Ⅰ （アセスメント・地域の健康支援Ⅰ） 母性看護援助論Ⅰ （母性のライフステージと看護）
基礎看護学実習Ⅱ （看護過程） 精神看護援助論Ⅰ （こころの健康と看護）
コミュニティケア実習

看護技術論Ⅰ （日常生活行動援助） 成人慢性期援助論Ⅰ （慢性期・終末期の対象理解） 産業看護学概論 人間関係論 治療学Ⅰ （循環消化代謝防御） 公衆衛生学
地域看護学概論 老年看護学概論 コミュニケーション論Ⅰ 治療学Ⅱ （運動・生活） ヘルスケアシステム論

小児看護学概論 国際看護事情
母性看護学概論
精神看護学概論

ヘルスアセスメント 成人看護学概論 ジェンダー論 基礎病態学 社会医療福祉論 法学（日本国憲法を含む）
看護対象論（患者から学ぶ） 内部環境の調節 経済学

健康と生活行動の科学 化学
健康社会要因論 統計学
保健医療統計学 基礎セミナーⅡ
診断・治療学概論 医療英語コミュニケーション

コンピューターリテラシーⅡ （応用）

看護学概論 人間発達学 心理学 健康科学概論 哲学
看護技術概論 倫理学（人権を含む） 人体のしくみと働き 少子高齢社会論

健康スポーツ 環境科学論
科学的思考論
生物
基礎英語
コンピューターリテラシーⅠ （基礎）
基礎セミナーⅠ
地方自治論
ボランティア論
情報科学概論
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ヘルスケアシステムと看護 教養とキャリア発達

看護を実践する ⼈とつながる 健康とつながる 社会とつながる 未来につながる

看護の原理 ライフプロセスと看護 産業看護 ヒューマンケア・看護倫理 統合体としての⼈間と健康

看護を実践する ⼈とつながる 健康とつながる 社会とつながる 未来につながる

到

達

⽬

標

看護の本質を理解し、看護の専⾨性･責務
を⾃覚するとともに⾼度な知識と技術に基
づき看護を実践できる能⼒を育てる。

⼈の成⻑と⽣活を軸としたライフプロセスに
おける健康課題を理解し、あらゆる健康レベ
ルの⼈々の健康とQOLの向上に向けて看護実
践できる能⼒を育てる。

幅広い教養と広い視野での⾒識を育て、それ
を基盤に看護を主体的に学び続け、看護の課
題を創造的に追求する基礎能⼒を育てるとと
もに将来看護専⾨職としてキャリア発達でき
る基礎を形成する。

産業看護の知識・技術をもとに、働く
⼈々の健康⽀援をあらゆる看護実践の場
において実践できる基礎を育てる。

豊かな⼈間性と⾼い倫理観を持ち、
看護の対象となる⼈々と良好な⼈
間関係を形成し、ヒューマンケア
ができる能⼒を育てる。

⾝体的、精神的、社会的に統合され
た存在としての⼈間の健康を環境と
のダイナミックな関係において捉え、
⽣活者の視点から看護援助できる能
⼒を育てる。

変化する社会状況を捉え、国際的視野で看護
を考えるとともに、ヘルスケアシステムにお
ける健康⽀援の政策や展望を理解し、保健・
医療・福祉の各専⾨職と協働して⼈々および
地域の健康に寄与できる能⼒を育てる。
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